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◇

食事の現物給与を非課税にしよう

Q:従業員に支給する食事について、給与

として課税されない方法を教えてください。

A:役員又は使用人に支給する食事につい

ては、食事の価額の50％以上を役員又は使用

人が負担し、かつ、使用者が負担した金額が

消費税抜きの金額で3,500円以下である場合

には、課税されません。

【解説】（以下の金額は全て消費税抜きです）

課税されないためには、食事の定価を、

(1)自社調理の場合には直接費の額以上の金額、

(2)他から購入している場合にはその購入価額

以上の金額となるように定めたうえで、次の

ような方法が考えられます。

①その月中に支給した食事の定価等を各人ご

とに記録しておき、給料日等の一定の日に、

その定価の合計額の半額（その合計額が

7,000円を超えるときは、その合計額から

3,500円を控除した残額）以上の金額を一

括徴収する方法

②100円券、10円券のような金額表示のある

食券を、その券面額の半額（その月中に交

付する食券の券面額の合計額が7,000円を

超えるときは、その合計額から3,500円を

控除した残額）以上の金額で販売する方法

③②のような金額表示のある食券を、一定額

まであらかじめ交付しておき、給料日等の

一定の日において、その月中に使用した食

券の券面額の半額（その月中に使用した食

券の券面額の合計額が7,000円を超えると

きはその合計額から3,500円を控除した残

額）以上の金額を一括徴収する方法
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